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研究成果の概要（和文）： 

金融市場の不完全性がマクロ経済に与える影響を以下の観点から分析を行った。(1) 金融市場

の非完備性により労働者が労働所得変動のリスクを十分に軽減できないときに、望ましい税制

とはいかなるものか。 (2) 労働市場と金融市場の不完全性のために非自発的失業が存在するよ

うな状況で、金融政策は如何に運用されるべきか。(3) 金融市場の不完全性のために、企業に

よる運転資金の借入が十分にできないような状況が景気変動においてどのような含意をもつだ

ろうか。  

 

 
研究成果の概要（英文）： 

We have analyzed how various forms of financial market imperfection affect the macro 

economy. (1) How labor and capital income should be taxed in the presence of uninsurable 

labor income risks? (2) When there exists involuntary unemployment due to imperfections 

both in the labor and financial markets, how monetary policy should be conducted to 

stabilize the economy? (3) Suppose that the amount of working capital of firms are 

constrained by collateral constraint. What kind of implications does it have for 

macroeconomic fluctuations?   
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2007 年度 800,000 0 800,000 
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１．研究開始当初の背景 

過去 30 年間にマクロ経済学は大いなる発展
を遂げたが、利害対立をもつ異質な経済主体

が存在する場合の規範的分析については未
だ十分に行われているとはいえない状況で
あり、それに関する理解を深めていくことが
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本研究の主たる動機である。 

 

２．研究の目的 

金融市場や労働市場に不完全性が存在する
ような場合のマクロ経済について様々な角
度から分析すること。 

 

３．研究の方法 

金融市場や労働市場の不完全性を様々な形
で動学的一般均衡モデルに導入し、それを理
論的・数量的に分析する。 

 
４．研究成果 
(1) 非自発的失業が存在する際に金融政策
をどのように運用するべきかについて理論
的数量的な発見を行った。 
 
(2) 個々の労働者の労働所得が uninsurable
なリスクに直面している際に、労働所得や利
子所得についてどのような課税を行うべき
かについて理論的数量的な分析を行った。 
 
(3) 担保制約により企業の運転資本が制約
されている際に、人々の期待の変化によって
景気変動が増幅される可能性について分析
を行った。 
 
(4) 国際経済モデルにおいて、名目金利がゼ
ロになってしまう流動性の罠がもたらすマ
クロ経済的な影響について規範的観点から
分析を行った。 
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